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　＊５－北神（2001 年）－ 1997 年の教育職員養成審
議会（教養審）第一次答申で提起されたいくつか
の事項」の中で，「教員養成の目的に関する認識」
の違いに注目すると，教育長や小学校長は「生徒
指導やカウンセリングの方法」「教師の役割や仕
事への理解」といったより実践レベルに近い内容
の修得を教員養成の重要な役割と捉えていた。そ
れに対し，大学教員は「教科内容に関する専門的
知識の修得」を重要と捉えていた。また，教員養
成カリキュラムを考える場合に，何を中核に考え
て体系化を図るかについては，教育長や校長は「子
どもの成長・発達に関する理論や知識」「教育実
習等の実務体験」「教師の役割や仕事に関する理
論や知識」といった実践志向の科目群を中核的科
目群として考えているのに対して，大学教員の場
合は「教科内容に関する専門的知識」を中心に「子
どもの成長・発達に関する理論や知識」を加えた
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理論志向の科目群を教員養成カリキュラムの中核
に考える傾向にあった。さらに，養成段階で修得
すべき資質能力では，教育長や小学校校長は，「教
職の意義に関する理解」「教師としての自覚，使
命感」「子どもの成長発達に関する理論や知識」「教
育の意義や基礎的理論」等の確実な修得を期待し
ているのに対し，大学教員は，「教科内容に関す
る専門的知識」「教材を研究する能力」等の修得
を期待していることを明らかにしている。
　以上５つの先行研究を踏まえて，別惣らは，それらに
共通して欠落している視点として，「学び手」である学
生や元学び手の小学校初任教員を対象にした調査研究が
ほとんどなく，さらにはその学び手の受け入れ側である
小学校校長を対象とした調査を加えた三者の調査から，
学部段階での小学校教員養成における資質能力形成と教
員養成カリキュラムの在り方について論究した研究は管
見の限り見当たらない，としている。
　簡単にいえば，これまでの調査は，学部学生であれ初
任教師であれ，対象としての存在として客観的に捉えら
れているキライがあり，どこまでも当事者としての学部
生や初任教師の「意識」を取りあげなくては，本当の意
味での「教員養成の質保証」には貢献できないという点
を強調している。以下は，できるだけ大和大学の教師を
めざす学生たちに「どのような資質能力を身につけてい
けばいいか」「そのためにはどういうカリキュラムを編
成すればいいか」「そのカリキュラムの具体化である各
科目の授業の実施にあたって科目間連携をめざした協働
をどのように実現していくか」といった諸課題に焦点を
あてながら，先行研究に学びつつ，共通理解しておくべ
き諸点に言及していきたい。
３　教員養成の要としての「資質能力」をどう育
　　てるか
　これまでの展開では，教師が身につけるべきものを〈資
質と能力〉という従来からの言い方で述べてきた。しか
し，それは分かりきったこととして，無前提で使い続け
てきた。が，ここでは一度立ち止まり，無前提で使って
きた〈資質能力〉と言われるものを検討してみたい。そ
こで，まず次のように「資質」と「能力」を分けて考え
てみよう。私がいちばん愛用している『新明解国語辞典』
（第四版）で，まずその語義を確かめてみる。〔角川新字
源では＝生まれつき，持ち前の性質とあるが〕
　【資質】　生まれつきの性質や才能　（例文）「医師とし
ての――に欠ける」
　【能力】　特定の仕事を為
な
し遂げることが出来るかどう
かという観点から見た，その人（物） の総合
的な力
　　　　　（例文）「――を生かす（発揮する・引き出す・
試す）「――に応じた教育・――に欠ける・
――の開発」「運動――・処理――・調査――・
――別学級（編成）
　他の辞典も大差はなさそうだ。そこで，教育学ではど
ういうふうに扱っているかを見てみる。
　【資質】　生まれつきの性質で得手不得手や人柄などと
関わり，あまり変化することのない個人の特
性である。
　【能力】　教育によって成長して変化する知識・技術を
意味する。（今津孝次郎『教師が育つ条件』
岩波新書）
　こう対比した上で，今津は，大学院修士を出て小学校
の教師 1年目の女性のことを取り上げている。
　ある校長からきいた話として紹介しているところによ
れば。
　――中学校で二年間講師を勤めていた国語科の二十代
女性教師なのですが，小学校へ新任で赴任しました。修
士学位ももち，優秀でまじめ，ただ少し完璧主義なとこ
ろがあって，人の意見を柔軟に受け止めることができな
い面がありました。たぶん，優秀すぎる人は小さい時か
ら生活にまみれて世間の酸いも甘いも噛み分けるような
人間臭い経験に欠けるのかもしれません。／　中学校か
ら小学校へ異動して全教科を担当することになり，また
担任する三年生のクラスのなかに手のかかる子がいて，
一気に慣れないことに直面したせいか，不適応に陥りま
した。最初一か月が過ぎて教室に出て来られなくなった
のです。「教師を辞めたい」とつぶやくようになりました。
しばらく休みを取ることになり，他の教員でカバーせざ
るをえなくなりました。
　さて，この初任の女性教師はどうなったか，という前
に，ここに出ていることから，先の「資質・能力」につ
いて考えてみよう。
　今津は，この「辞めたい」ともらし，しばらく休みを
とることになった女性教師を通して考察している。
　――教職を継続できるかどうかは教師の資質と能力と
に関わる。この新人教師の場合，修士修了にまで至って
いるから頭脳明晰であり，国語の教科専門に関する知識
や技術が豊富で高い「能力」をもっていると周囲から判
断される。それでも，壁に突き当たって「教師を辞めた
い」とつぶやいたのは，「人間臭い経験」を含めて「資質」
面での弱さを抱えていたのではないかと思われる。
　このように今津は分析している。教師としての「能力」
はあるが，「資質」に欠ける面があるという見立てである。
いくら教科の専門的知識があっても，扱いにくい子ども
に手を焼くという教師はけっこういるものだ。教師の仕
事として「学級づくりが先か，授業の成り立ちが先か」
といったことがよく話題になるが，上のケースを見ても
わかるように，子ども 30人前後で構成される学級が収
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められるかどうかが第一であることは明らかである。こ
こで教師に求められる力として「人間愛＝幼児児童生徒
への教育的愛情」「教育者としての使命感」「人間の成長・
発達についての深い理解」といった『実践的指導力』が
想起される。
　このことをもう少し考えるために，その後この女性教
師がどうなったかの，校長の語りを聴こう。
　――しばらくしてから，必要書類の件で学校の職員室
へ出てきたとき，休み時間でたまたま出会ったクラスの
子どもたちが「先生，久しぶり！一緒に教室へ行こう
よ！」と誘ったのです。それを見ていた教頭が「子ども
たちと行ってきなさい」と後押ししました。その先生は
そのままクラスへ行き，それがきっかけとなって三年生
の担任に復帰することができました。彼女にとっては，
それが人生のなかで人間臭い最初の経験になったのかも
しれません。今も教職をつづけています。
　このケースで押さえたいのは，子ども達の「声かけ」
と教頭の「後押し」が彼女を動かした事実である。教師
が他者の存在と働きかけによっていかに支えられている
か，いくかの見本をみるように思える。これは「能力」
などではない。教育者としての「使命感」「深い理解」「教
育的愛情」であり，それは教師から児童生徒に向けられ
るだけでなく，児童生徒から教師に向けられる場合もあ
ることを示している。こういった人間相互の影響のしか
たこそ「人間臭さ」と言われていることであろう。
　今津は，このようなケースを分析しながら，教員の育
ちを「教師を育てる制度」と「教師が育つ道筋」そして「資
質」と「能力」について眺めてくると，教職資格と資質・
能力の関係をどう捉えるかという問題に至る，としてい
る。　もう少し今津の言うところを聞いてみたい。
　――そこで重要なことは，教員免許と採用試験合格は
不可欠の基礎資格ではあるけれども，その基礎資格が教
師としての資質・能力の全体を表すわけではない，とい
うことである。しかも，教員免許の法規定の内容は能力
の側面に片寄っていて，資質の側面はあまり表してはい
ない。にもかかわらず，「いい先生」に関する議論はもっ
ぱら教員養成制度の教職資格に焦点が絞られる。制度改
革は法律改正によっておこなわれるから，教職資格の法
改正に議論は集中する。（たとえば，10年免許更新とか
大学院修士卒を教員の資格にするとか）。（中略）しかし，
他の先進国並みに教職資格を高学歴にすれば教師の質が
向上すると判断するのは，「教師を育てる制度のみに注
目した書類上の帳尻合わせのようなものであり，現実の
教職生活のなかで生きた経験を通して「教師が育つ道筋」
を見落としている。…」
　先の修士を卒業し，中学で国語を担当した２年間はと
くに問題がなかったが，小学校に赴任するや児童と合わ
なくなり，学校へ行けなくなる実話をかみしめてみたい。
「修士修了の教師は教科専門に関する知識や技術は豊富
だとしても，〈手のかかる子〉とどう向き合うのかなど，
実際の教室場面で求められる資質面はどうなるのか。学
歴資格だけを形式的に上げても，大学院での教員養成カ
リキュラム改革が伴わなければ質向上の実効性は上がら
ないのではないか・・・」（今津）
　今津の言は，たんに研究者の理屈ではなく，いまの学
校の現実，そのなかでの教師の抱える問題，課題を見据
えての提起だと言える。げんに，昨年来出会った小学校
教員のぶつかった問題とかさなる面がある。
　□市で数年教師を経験し，その間６年生の担任ももち，
なんとか無事卒業させて◇市に転勤した。転勤と同時に，
６年生の担任を命じられる。小学校最高学年の担任は敬
遠されがちだ。そこで転勤者にお鉢が回ってきたのであ
る。「自分としては，前の学校で６年の担任をした経験
があり，なんとかなると思って」引きうけた。ところが，
４月の学級開きとともに，男子児童の「ちょっかい」が，
転任先生に向けられる。彼はその「ちょっかい」をまと
もに受け止めてしまい，その男児とぶつかってしまう。
児童からずれば「この新米教師，ちょっとためしてやれ」
くらいの気持ちであったであろう。が，彼は前任校の６
年生担任の経験で乗り切れると思ったのか，正面から押
さえつけにかかった。その男児はツレを伴って「反抗」
に出る。勢いをつけた男児らの前に，４月当初間もなく，
学校に出にくくなる。そうして「休職」につながっていっ
た。同じ６年生担任の中に，同じく転勤してすぐの担任
がもう一人おり，相談しながら対応していく余裕などな
かったというのが，実情であっただろう。この学校には，
なかなか指導に手を焼く児童が他にも多くいたようなの
だ。
　ここで，彼がその男児の４月当初の出方が「試し行動」
であると受け止め，すこし余裕をもって対処しておけば，
やがて試し行動は「功を奏しない」で済んだかも知れな
い。が，彼には「余裕」がなかった。先輩・同僚の教師
たちが親身になってアドバイスすれば良かったが，難し
い６年という学年の担任に転任者を充てるところからす
れば，どうやら「同僚性」が確保されている職場ではな
かったのかも知れない。彼は努力家で，休職期間中でも
教育書を読み続け，なんとか立ち直っていった。が，こ
の時の「体験」がトラウマとなり，同僚間（特に先輩女
教師と）の関係のもつれから，なお困難を抱えている。
　これは，今の中心点の「資質・能力」から少し外れる
かも知れないが，やはり彼の教師としての「能力」とい
うより，教師としての感受性，経験不足からくる的確な
判断にやや問題があったというべきで，やはり「資質」
の側面の問題であるだろう。あえて言えば，先の「実践
的指導力」の〈人間の成長・発達についての深い理解〉が，
経験不足もあって行き届かなかったと言えるのではない
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だろうか。今は「認知行動療法」の勉強を自前で重ねな
がら，特別支援の学級の担任を継続している。
　先の修士卒の女教師と後の６年担任の彼とのケースか
ら言えることは，大学での「教職課程」の科目履修のな
かで，より学校現場にそくした「実践志向」の内容に出
合っていくこと，卒業して初任教師となった暁には，先
輩教師にとことん学ぶといった姿勢が必要だということ
だ。
４　教師として求められる「資質能力」の高度化
に教育委員会・大学はどう向き合えばいいの
か
　2012 年８月 28日中教審は，「教職生活全体を通じた
教員の資質能力の総合的な向上方策について」という，
おそろしく長い，抽象的な題名の「答申」をおこなった。
それによれば，これまで以上の高度な「教員に求められ
る資質能力」が並んでいる。その上で，そのような資質
能力育成のための改善方策として，「教育委員会と大学
との連携・協働により，教職生活全体を通じて学び続け
る教員を継続的に支援するための一体的改革」を行う必
要性が示されている。金子真理子による紹介を以下に掲
げよう。
　○特に，教科や教職に関する高度な専門的知識や，新
たな学びを展開できる実践的指導力を育成するため
には，教科や教職についての基礎・基本を踏まえた
理論と実践の往還による教員養成の高度化が必要で
ある。
　　（おそろしく難解なことをサラーと言っているが，
「高度な専門的知識，実践的指導力，理論と知識の
往還」といったことを大学のかぎられた授業の中で
身につけることを求められる学生はどうなるのだろ
うと，心配が先に立つ）
　○他方，初任者が実践的指導力やコミュニケーション
力，チームで対応する力など教員としての基礎的な
力を十分に身に付けていないことなどが指摘されて
いる。こうしたことから，教員養成段階において教
科指導，生徒指導，学級経営等の職務を的確に実践
できる力を育成するなど何らかの対応が求められて
いる。特に，いじめ・暴力行為・不登校等の生徒指
導上の諸課題は深刻な状況にあり，陰湿ないじめな
ど，教員から見えにくい事案についても子どもの兆
候を見逃さず，課題を早期に把握し，警察等の関係
機関と連携するなどして的確に対応できる指導力を
養うとともに，教職員全体でチームとして取り組め
るよう，こうした力を十分に培う必要がある。
　　（忙しい現場の教師たちは，この「恐ろしい注文」
に満ち満ちた答申文書を読んではいないだろうが，
一読して卒倒するのではないだろうか。「いじめ」
で自殺する児童・生徒がでた場合，「そんな兆候は
見えなかった」と校長が言い，マスコミなどに叩か
れているが，子どもたちは，教師には見えないとこ
ろで「いじめ」行為をするのであって，「それを見
抜けなかったのは怠慢ではないか」と，いとも簡単
に非難してしまう世間やマスコミ，識者の無責任に
は怒りを覚える。が，それほどにも，実際の学校現
場の抱える「困難」は見えにくいし，普段は見ぬふ
りをしていて，いざ問題が起これば学校・教師をた
たく「自己責任論」，それに加担するかのような首
長の不見識にはあきれる。）
　金子は，こうした答申に見られる近年の教員養成政策
は，あくまでも「実践的指導力の育成」という観点から，
教員の輩出責任を大学に対して厳しく求め，教員養成の
内容や方法に踏み込んでくるとし，以下のように書いて
いる。
　――大学が新自由主義的な競争状態に置かれていると
するならば，政策が望む教員養成をひたすら提供するこ
とを競い合うような状況さえ生まれかねない。／松平・
山崎（1998）の教師のライフコース研究によれば，教
師は教職生活の様々なステージで越え難い壁にあたるこ
とを契機に，同僚，児童生徒，保護者とのかかわりのな
かで支えられ鍛えられて，あるいは自らの専門的知識を
よりどころに，その壁を打開することによって成長して
いく。ここから，教師自らの職業生活の過程で，「実践
的指導力やコミュニケーション力，チームで対応する力」
（2012 中教審答申，既に引用した）を身につけていく
ものと示唆される。2006 年中教審答申では「教員の多
忙化と同僚性の希薄化」によりこのような学校の機能が
低下しているという現状把握が示されているが，養成段
階がこの機能を代替することは，さらに至難である。
　（その困難，至難の中にあってなお）――大学が，学
問的知識が教員の「実践的指導力」の育成にどのように
結びつくのかを示していかなければならない立場に置か
れている。社会的要請に耳を傾け，変わる努力を求めら
れているのである。
　このような情勢下で，大学内ではこれまで以上に，「大
学における教員養成」の意味と役割について立場を超え
て広く議論し，カリキュラムを再検討しつつある。この
ような試みが真摯に取り組まれるならば，私たちは，政
策的，社会的に現在求められている「実践的指導力」の
中身を批判的に検討したうえで，これに対して学問的見
解を示すこともできるだろう。同時に私たちは，「大学
における教員養成」の意味と役割を，社会に向けて発信
していくことも忘れてはならないだろう。
　金子のこの提起を，大学人とりわけて教育学部の教員
として，どのように受け止め，「実践的指導力」の中身
の批判的検討を通して，学問的見解を示すと同時に，目
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の前の「教職志望の学生たち」に対し，それを身につけ
ていく方策を身をもって示し，実践によって学生の育ち
を支える仕事にまい進していかねばならない。
　この拙い「レポート」がそれにむけての「一石」であ
り，波紋が大学内に広がっていくことを強く願うもので
ある。
　※『小学校教師に何が必要か』と題する冒頭に掲げた
共同研究の書物は，《小学校教員養成スタンダード》を
作成し，それを基に「質問紙」による回答集約，分析，
見解を示し，さらに現職校長へのインタビューによって
標記の「小学校教師に何が必要か」を，教員志望学生，
初任教師の立場に立って，追究している。この点につい
ては，《続編》として触れ，さらには現職教員となった
「多数の教師」が現場でどのように鍛えられていくのか
を，『「一人も見捨てへん」教育』（茨木市教育委員会と
全小中学校の共同執筆，2014 年７月発行，東洋館出版
社）から見ていきたい。
　※多く引用した著書（出典）
『小学校教師に何が必要か―コンピテンシーをデーター
から考える』
　岩田康之・別惣淳二・諏訪英広編
　2013 年東京学芸大学出版会
